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記 者 会 見 資 料 

令 和 2 年 2 月 2 1 日 

 

 

 

 

下野谷遺跡は、平成 27年 3月 10日に、都心部に残された縄文時代中期の大集落跡と

して国の史跡に指定されました。史跡指定から 5年を迎え、来年度より本格的な史跡整備

を実施します。また、史跡指定 5周年を記念し、講演会等を開催します。 

 

１ 史跡整備  予算額 71,931千円 

史跡下野谷遺跡整備基本計画に基づき、今年 3 月には現在の下野谷遺跡公園を中心と

した公有地の一体的整備のための基本設計及び令和 2 年度に整備地の実施設計を完了し

ます。 

整備地は、体験ゾーン・復元ゾーン・エントランスゾーンにわかれ、令和 2 年度は、

体験ゾーン及びトイレ・地形模型等を除くエントランスゾーンの整備工事を行います。 

整備のテーマである「みんなでつくる、つなげる都市部の縄文空間」を基軸に、縄文

里山したのやムラの復元と活用を、ワークショップなどを行いながら市民の皆様と一緒

に進めていきます。                        

【整備スケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

西東京市 

したのや５周年！史跡整備で活用促進 

～見て触れて貴重な遺跡を体験しよう～ 

【整備イメージ図】 

【整備計画図】 
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２ 関連イベント  

（1） わくわくワークショップ 

「したのやムラにはどんな木や草があったの？縄文時代の植物を学ぼう！」 

  下野谷遺跡では縄文時代を感じることのできる整備を行います。その中でも大切な景

観を構成する縄文時代の植生や植物利用について、植物考古学の専門家から学びます。 

日 時   2月 29日（土）午前 10時～正午 

場 所   下野谷遺跡公園(東伏見 6－4)・東伏見小学校（東伏見 6－１－28） 

講  師    佐々木 由香氏（植物考古学者） 

申し込み  事前申し込み不要 (直接、下野谷遺跡公園においでください) 

その他   上履きをご持参ください・車でのご来場はご遠慮ください。 

 

（2）縄文から未来へ したのやから世界へ 下野谷遺跡国史跡指定５周年記念講演会 

     「縄文土器徹底解剖！ 土器が語る下野谷遺跡の世界」 

 縄文土器の魅力を知りつくした講師が、土器から知ることのできる下野谷遺跡の魅力に

ついて語ります。出土土器の展示・解説や遺跡の立地が見渡せる会場での遺跡展望会やタ

ブレットを使った縄文時代の下野谷遺跡にタイムスリップする VR（バーチャルリアリテ

ィ）体験も楽しめます。 

日 時  ３月 29日（日）午後１時～4時（開場正午） 

場 所   早稲田大学 STEP22（西東京市東伏見 3－4－1）   

内 容  ・講演 細田 勝氏（早稲田大学考古資料館） 

     ・報告 「みんなでつくる下野谷遺跡の未来」 

          西東京市教育委員会学芸員 

・縄文土器、石器など出土品の展示 

・遺跡展望会とタブレットを用いた VR縄文体験 

・したのや縄文体操実演 

・史跡下野谷遺跡の整備に関するパネル展示 

定  員   250名 

申し込み 2月 17日（月）より、下記社会教育課まで電話で 

申し込み。定員に達し次第、受付終了。 

 （平日午前 9時～午後 5時まで受付） 

主催 西東京市教育委員会  後援 早稲田大学文化推進部 

そ の 他  参加費無料。 

 

【問い合わせ】 教育部 社会教育課（TEL：042-420-2832） 

 

資料のポイント 

 

 

 

 

・国史跡指定 5周年をむかえ、下野谷遺跡を“国の宝・地域の宝”として保存・活用して

いくため、関連事業を実施しながら史跡整備をすすめます。 

・整備に当たっては、財源確保の手段としてクラウドファンディング型ふるさと納税を活

用した寄付を募集します。 

 

【したのや縄文体操】 


